
 
Copyright©2017 竹内社労士事務所,All rights reserved 

1 
 

平成 29 年 1 月 1 日に施行された「改正育児介護休業法」ですが、平成 29 年 3 月にさらに改正・公布さ

れ、10月1日に施行されます。 

この度の改正は、保育所などに入所できず退職を余儀なくされる事態を防ぎ、育児をしながら働く男女

労働者が、育児休業などを取得しやすい就業環境の整備等を進めていくために行われました。 

今回は、その改正点と、改正に伴い変更が必要となる就業規則の規定例についてご説明します。 
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１ 育児休業の期間の変更 

改正前は、子が 1歳に達した後もなお休業することが必要と認められる特別の事情があるときは、子が 1

歳6ヶ月に達するまでを限度として、労働者（日々雇用される者を除く。）が事業主に対して「申し出」をする

ことによって、その子を養育するために育児休業をすることができました。 

改正後は、子が 1 歳 6 ヶ月に到達した後もなお保育所に入れないというような、休業することが必要と認

められる特別の事情があるときは、子が 2 歳に達するまでを限度として、事業主に対して「申し出」をするこ

とで、育児休業期間を再延長できるようになりました。 

 

【規定例】 ※改正点は下線部分 

  

（育児休業の対象者） 

第〇条 就業規則第〇条（従業員の定義）に定める従業員（日々雇い入れられる者を除く）で

あって、1 歳（3 項に該当する場合にあっては、1 歳 2 ヶ月）に満たない子と同居してお

り、かつその子を養育している者は、この規程の定めるところにより、育児休業をす

ることができる。 

② 前項にかかわらず、期間を定めて雇用される従業員については、育児休業申し出時

において、次の各号のいずれにも該当する場合にのみ育児休業をすることができる。 

1 勤続1年以上であること 

2 子が1歳6ヶ月に達する日までに労働契約期間が満了し、更新されないことが

明らかでないこと 

③ 従業員の配偶者が、従業員と同じ日から、または従業員より先に育児休業をしてい

る場合、従業員は、子が 1歳 2ヶ月に達するまでの間で、出生日以後の産前・産後

休業期間と育児休業期間との合計が 1 年を限度として、育児休業をすることができ

る。 

④ 育児休業中の従業員、または配偶者が育児休業中の従業員は、次のいずれかの事情が

ある場合に限り、子の1歳の誕生日（前項に該当する場合にあっては、子が1歳に達

する日後の育児休業終了予定日の翌日）から1歳6ヶ月に達するまでの間で必要な日

数について育児休業をすることができる。なお、育児休業を開始しようとする日は、

子の1歳の誕生日（前項に該当する場合にあっては、子が1歳に達する日後の育児休

業終了予定日の翌日）に限るものとする。 

1 保育所に入所を希望しているが、入所できない場合 

2 従業員の配偶者であって育児休業の対象となる子の親であり、1 歳以降育児に

あたる予定であった者が、死亡、負傷、疾病等の事情により、子を養育するこ

とが困難になった場合 
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⑤ 従業員が、次のいずれかにも該当する場合、子が1歳6ヶ月から2歳に達するまでの

間で必要な日数について育児休業を利用することができる。なお、育児休業を開始し

ようとする日は、原則として子の1歳6ヶ月に達する日（以下、「1歳6ヶ月到達日」

という）の翌日に限るものとする。 

1 従業員、または配偶者が、原則として子の1歳6ヶ月到達日に育児休業を利用し

ていること 

2 次のいずれかの事情があること 

ｲ. 保育所に入所を希望しているが、入所できない場合 

ﾛ. 従業員の配偶者であって育児休業の対象となる子の親であり、1 歳 6 ヶ月到

達日以降育児にあたる予定であった者が、死亡、負傷、疾病等の事情により、

子を養育することが困難になった場合 

⑥ 本条 2 項の規定は、前項の申し出について準用する。この場合において、「1 歳 6 ヶ

月」とあるのは、「2歳」と読み替えるものとする。 

 

（育児休業の期間） 

第〇条 育児休業の期間は、原則として子が 1 歳に到達するまで（第〇条（育児休業の対象者）3

項による休業の場合は、子が 1 歳 2 ヶ月に到達するまで、第〇条（育児休業の対象者）4

項による休業の場合は、子が 1 歳 6 ヶ月に到達するまで、または第〇条(育児休業の対

象者)5 項による休業の場合は、子が 2 歳に到達するまで）を限度とし、その期間のうち

従業員が申し出た期間とする。 
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２ 育児休業等に関する定めの周知等の措置にかかる努力義務の新設 

事業主は、育児休業および介護休業に関する事項を、労働者に周知させるための措置を講ずるよう努

めなければならないとする、努力義務が新設されました。 

育児休業および介護休業に関する事項とは、以下の事項です。 

 労働者の育児休業および介護休業中における待遇に関する事項 

 育児休業および介護休業後における賃金、配置その他の労働条件に関する事項 

 そのほか、厚生労働省令で定める事項 

労働者に周知させるための措置とは、具体的には、労働者もしくはその配偶者が妊娠、出産したこと、ま

たは労働者が対象家族を介護していることを、事業主が知った場合、労働者に対し個別に育児・介護休業

の制度について知らせるということです。 

こちらは、履行義務ではなく努力義務ですので、規定の変更は必ずしも必要ではありません。貴社の規

模や職場の状況に応じて、検討していただければと思います。 

 

【規定例】 参考：厚生労働省「育児・介護休業法のあらまし―平成29年10月1日施行 対応―」 

 

  

（育児休業制度等の周知） 

第〇条 会社は、育児休業または介護休業等の取得を希望する従業員に対して、円滑な取得お

よび職場復帰を支援するために、従業員やその配偶者が妊娠・出産したことや従業員

が対象家族の介護を行っていることを知った場合、その従業員に個別に育児休業等に

関する制度（育児・介護休業中および休業後の待遇や労働条件、パパ休暇、パパ・マ

マ育休プラス、その他の両立支援制度など）の周知を実施する。 
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３ 育児目的休暇制度の整備にかかる努力義務の新設 

この度の改正では、事業主が、その雇用する労働者のうち、小学校就学の始期に達するまでの子を養

育する労働者が、育児に関する目的のための休暇（「育児目的休暇」）の利用を申し出た場合、それを与え

るための措置を講ずるよう努めなければならないとする、努力義務が新設されました。 

こちらは、２と同様、履行義務ではなく努力義務ですので、規定の変更は必ずしも必要ではありませんが、

子育て世代の休暇取得への柔軟な対応については、検討していく必要があると考えられます。 

参考として、厚生労働省のリーフレットには、以下のような休暇が例として挙げられています。 

 配偶者出産休暇 

 ファミリーフレンドリー休暇 

 子の行事参加のための休暇   など 

 

【規定例】 参考：厚生労働省「育児・介護休業法のあらまし―平成29年10月1日施行 対応―」 

 

以上 

（育児目的休暇） 

第〇条 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する従業員（日雇従業員を除く）は、養育

のために就業規則第○条に規定する年次有給休暇とは別に、当該子が 1人の場合は 1

年間につき○日、2人以上の場合は 1年間につき○日を限度として、育児目的休暇を

取得することができる。この場合の1年間とは、4月1日から翌年3月31日までの期

間とする。 

② 取得しようとする者は、原則として、育児目的休暇申出書を事前に人事部労務課に申し

出るものとする。 


	１ 育児休業の期間の変更
	２ 育児休業等に関する定めの周知等の措置にかかる努力義務の新設
	３ 育児目的休暇制度の整備にかかる努力義務の新設


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


